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研究要旨 

目的 認知症スティグマ（負の烙印・表象）の克服は世界的にも重要課題である。しかし、

認知症スティグマの評価尺度の発展は十分ではなく、特に日本において使用可能な尺度は

存在しない。そこで本研究では、日本での使用可能な認知症スティグマの評価尺度を目的

として、日本語版の作成およびその信頼性の検討を行った。 

方法 認知症スティグマの文献レビューを行い、概念整理を行うとともに、海外の原尺度

候補を選定した。順翻訳・逆翻訳を施し認知症スティグマ評価尺度の日本語版を作成した。

年齢分布、性別が均等になるよう一般成人を自由意思に基づいてリクルートし、作成した

日本語版認知症スティグマ評価尺度について、テスト・再テスト法により信頼性の検討を

行った。 

結果 認知症スティグマのうち公的スティグマに着目し、University of Wollongong Scale

の日本語への翻訳を行った。20代から 70代の一般成人 34人（平均年齢＝45.8歳）に対し

て、テスト・再テストの級内相関係数の算出し、中程度以上の信頼性が確認された。 

考察 日本語翻訳を施した認知症スティグマ評価尺度は、一部の項目を除き比較的良好な

信頼性が確認された。今後、本尺度の因子的妥当性、基準関連妥当性を検証し、尺度の確

立を行う必要がある。 
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Ａ．研究目的 

 認知症スティグマ（負の表象・烙印）は、認知症に対する無理解や偏見、排除であり、

認知症やその家族への否定的な感情や社会構築、さらには保健医療サービスにおける差別
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のような形で現れる（朝田, 2013）。また、認知症への社会的態度の劣化や妥当性を欠いた

医療・ケアの原因となる可能性があり、認知症の早期発見・早期治療の遅延や認知症本人

の社会参加や高齢者の予防行動の阻害、さらには家族介護者の精神的負担などにも関連す

る。そのため、2012年に世界アルツハイマー協会は「認知症スティグマの克服」を提言し

（Alzheimer’s Disease International, 2012）、2013年の G8ロンドン認知症サミット最終

宣言にも組み込まれ（GOV. UK, 2013）、認知症スティグマの低減・対策は世界戦略となっ

ている。 

 一方で、日本においては 2019年に認知症施策推進大綱が提言され、認知症との共生を予

防と並んでの主目的として掲げている（厚生労働省, 2019）。共生については、認知症に関

する理解促進を第一としており、認知症スティグマの克服は日本の認知症施策推進におい

ても必須である。 

 しかし、認知症スティグマの評価尺度は、日本ではほとんど確立されておらず、その実

態の把握や施策の評価が困難である。したがって本研究では、認知症スティグマについて

の先行研究レビュー、海外の原尺度の日本語翻訳、信頼性の検討を行い、日本にて使用可

能な認知症スティグマの評価尺度の作成のための予備的な検討を行うことを目的とした。 

Ｂ．研究方法 

１）認知症スティグマに関する文献レビュー

ハンドサーチにより認知症スティグマの概念について、および評価尺度についての文献

レビューを行い、概念整理と候補となる原尺度の選定を行った。

２）認知症スティグマ評価尺度の日本語版の作成

 選定された認知症スティグマ評価尺度の原尺度について、日本語版への翻訳を行った。

翻訳は、主任研究者のほか研究協力者 1名が独立して日本語への順翻訳作業を行った。そ

れぞれの翻訳案について、主任研究者と研究協力者に加え、高齢者心理学の研究者 1名も

交え合同で討議を行い、2つの翻訳案の統合を行った。統合された翻訳案について、英語を

母国語とする第 3者により逆翻訳作業が施された。逆翻訳版と原尺度にて不一致が生じた

場合は、順翻訳をやり直し、再度逆翻訳作業を行ったのち原尺度との一致を確認した。な

お、尺度の日本語版への翻訳については、原著者について許諾を得た上で行った。 

３）認知症スティグマ評価尺度の日本語版のテスト・再テスト信頼性の検討

 20代から 70代の一般成人を対象に、作成した認知症スティグマ評価尺度の日本語版の信

頼性の検討を行った。対象者は、公的機関の職員、地域の公的施設（公民館等）を利用す

る中高齢者、大学生から、自由意思に基づきリクルートされた。この際、各年代が男女同

数になるようリクルートされ、35名に調査票が配布された。対象者には、認知症スティグ
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マ評価尺度の項目への回答を 2回依頼し、1回目の回答から 2週間後に同一の調査票への回

答を依頼した。 

 解析は、認知症スティグマ評価尺度の日本語版の各項目におけるテスト・再テスト信頼

性の検討として、2回の回答についての級内相関係数（ICC）を算出した。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、国立研究開発法人国立長寿医療研究センター倫理・利益相反委員会の承認の

もと実施した（No. 1506）。なお、対象者には、調査協力は自由意思に基づくこと、調査へ

の不参加や参加同意の撤回について不利益を被ることはないことを口頭および書面にて十

分に説明し、対象者の十分な理解に基づき、書面にて研究参加への同意を得た。また、ア

ンケートは無記名とし、アンケート内容と個人情報が紐づかないよう配慮した。

Ｃ．研究結果 

１）認知症スティグマの概念整理

 国内外の文献レビューをとおし、認知症スティグマの概念整理を行った。認知症スティ

グマの概念は多数存在し、明示的な定義は存在しない一方で、近年のシステマティックレ

ビューでは、概念的なフレームワークが提案されている（Nquyen T and Li X, 2020）。

Nquyenらは、認知症スティグマを公的スティグマ（public stigma）と自己スティグマ

（self-stigma）に分類し、それぞれ①ステレオタイプ、②偏見、③差別の 3つの側面から

整理している（Nquyen T and Li X, 2020）。本研究ではこの概念を援用し、一般住民等の

社会集団において生じる公的スティグマに着目することとした。 

 また、認知症スティグマの評価尺度についてのシステマティックレビューから、上記の

概念を包含する尺度として、University of Wollongong Scale（Phillipson L, et al., 2012）

を原尺度候補として選択した。 

２）認知症スティグマ評価尺度の日本語版の作成

University of Wollongong Scaleを順翻訳・逆翻訳をとおして、日本語版の作成を行った。 

３）認知症スティグマ評価尺度の日本語版のテスト・再テスト信頼性の検

 一般成人 34人（回収率 97.1%）を最終解析対象とした。対象者の平均年齢は 45.8歳（標

準偏差＝17.5）であり、女性は 19人（55.9%）であった。 

 各項目についてのテスト・再テストの級内相関係数を算出した。全 31位項目のうち、16

項目は高度な一致以上の信頼性を示した（ICC≧0.6）。12項目は中等度の一致を示した（ICC

≧0.4）。一方で、1項目のみ軽度の一致を示した（ICC<0.2）。 
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Ｄ．考察と結論 

本研究は、日本において使用可能な認知症スティグマの評価尺度の作成を目的に、文献

レビューによる概念整理、海外の原尺度の日本語翻訳による日本語版の作成、作成された

評価尺度の信頼性の検討を行った。本研究では一般住民等の社会集団において生じる公的

スティグマに着目し、順翻訳・逆翻訳を施した University of Wollongong Scaleの日本語版

は、ほとんどの項目にて一定の信頼性が確認された一方で、一部の項目について信頼性が

低かった。本結果は中間解析結果であるため、今後はトータルスコアの信頼性の検証およ

び妥当性の検証をとおし、日本で使用可能な認知症スティグマの評価尺度の確立を行って

いく必要がある。 

 一般的に、スティグマは人々が一般化された否定的な信念を内在化し（ステレオタイプ）、

それが否定的な感情反応（偏見）や否定的な行動反応（差別）となって現れることで発生

すると言われている（Alzheimer’s Disease International, 2019）。認知症に対する公的ス

ティグマは、認知症の人の社会関係、社会的役割の喪失、意思決定からの排除、診断結果

の遅れや保留、サービスや治療の制限などの形で影響を受ける可能性がある。さらには、

公的スティグマは認知症の人の自己スティグマの内在化や、「Courtesy stigma」と言われ

るような家族や友人の排除にも繋がる可能性があるため、認知症との共生を達成するにあ

たり公的スティグマの克服は重要課題の一つである。 

 認知症スティグマの低減には、エビデンスは限られるものの、認知症についての学習機

会の担保、認知症の人との接触・交流などいくつかの方法が提案されている。日本におけ

る認知症サポーター養成講座をはじめとした啓発活動や、認知症カフェなどの社会参加の

促進は、認知症スティグマ低減に対する有用な戦略である可能性がある。認知症スティグ

マの評価尺度の構築により、これらの事業・政策評価が可能となるとともに、疫学調査を

とおした関連要因や予測要因の同定により、新たな介入方法の探索や認知症の人にやさし

い地域づくりの構築に向けた基礎データの収集が可能となると考えられる。 
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なし 
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